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１                              問題のページへ 

(1) 余弦定理から, 
bc

acb
2

Acos
222 -+=Ð となり,  

Acos2CP 2222 Ð-+= btcctb  

 )( 222222 acbtctb -+-+=  

 2222 )()1( cttbtta -+-+=  

(2) a=CP のとき, (1)より, 22222 )()1( acttbtta =-+-+  

0))(1( 222 =-+-- tcbat  

すると, t≧0から, b≧aのとき
2

22
,1

c
bat +-= , ab＜ のとき 1=t である。 

(3) tの値が 0≦t≦1に 2つ存在する条件は, b≧aのとき 10
2

22
＜≦

c
ba +- より,  

b≧a………①, 222 cab +＜ ………② 

①より∠B≧∠A, ②より∠B＜ °90  

まとめると, ∠A≦∠B＜ °90 となる。 

 

［解 説］ 

三角比の応用についての基本問題です。 
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２                              問題のページへ 

(1) 1 回目, 2 回目に出た目と得点の対応関係を

まとめると, 右表のようになる。 

サイコロを 2回振るときの得点の期待値は,  
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(2) 最初の目が 6 のときだけ 2 回目を振らない

とするとき, 得点が 6 となる確率は, 
6
1

36
5 + と

なることより, このときの得点の期待値は,  
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(3) 最初の目が 5以上のときだけ 2回目を振らないとする場合の得点の期待値は,  
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最初の目が 4以上のときだけ 2回目を振らないとする場合の得点の期待値は,  
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最初の目が 3以上のときだけ 2回目を振らないとする場合の得点の期待値は,  
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最初の目が 2以上のときだけ 2回目を振らないとする場合の得点の期待値は,  
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最初がいずれの目であっても 2回目を振らないとする場合の得点の期待値は,  
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以上より, 得点の期待値が最大となるのは, 最初の目が 3 以上のときだけ 2 回目

を振らないとする場合である。 

すなわち, 最初の目が 1または 2のときに 2回目を振るとよい。 

 

［解 説］ 

(1)と(2)の設問に続いて, 7通りの場合をすべて数値計算した直感的な解法です。 

2回 

1回 
1 2 3 4 5 6 

1 2 3 4 5 6 0 

2 3 4 5 6 0 0 

3 4 5 6 0 0 0 

4 5 6 0 0 0 0 

5 6 0 0 0 0 0 

6 0 0 0 0 0 0 
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３                              問題のページへ 

(1) 
2

1
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y = に対して, 
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2
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y -=¢ となり, 点 ( )
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b

b

における接線の方程式は,  
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a を通ることより, 
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ab ¹ より, ab 2-= となり, ( )
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(2) (1)と同様にすると, 2P は x座標が aa 4)2( 2 =- から, ( )
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( )
211

4
3,3QP
a

a --= , ( )
221

16
15,3PP
a

a -=  

すると, 211 PQP△ の面積 1S は,  
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b とおくと, (1)と同様にして,  
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(2)の結果を用いると, 1PQP +nnn△ の面積 nS は,  
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(4) 等比数列{ }nS の公比は
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［解 説］ 

無限等比級数の応用問題です。誘導を利用して, 計算量を減少させることがポイン

トです。 
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４                              問題のページへ 

(1) ),(P yx とし, 半径 a の円と x 軸の接点を Q と

おくと, 線分 OQ の長さと弧 PQ の長さが等しいこ
とより , )0,(Q at となる。すると , 円の中心は, 

),(C aat である。 

さて, CPはCQを t- だけ回転したものより,  
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よって, taatx sin-=- , taay cos-=-  

)sin( ttax -= , )cos1( tay -=  

(2) 曲線 Cと x軸とで囲まれる部分の面積を Sとすると,  
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(3) 曲線 Cの長さを Lとすると,  

( ) ( ) tata
dt
dy

dt
dx 222222
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［解 説］ 

サイクロイドについての基本的な問題です。しかし, なぜ弧長の設問もあるのかは

不明です。 
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５                              問題のページへ 

(1) tを任意の実数として, 放物線 2xy = 上の任意の点 Pを ),(P 2tt とおく。 
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すると, ),(Q YX は, 2btatX += , 2dtctY += ……(＊)となる。 

さて, 229 YX = より, (＊)を代入して, 222 )(2)(9 dtctbtat +=+  

09)92(42 22344 =--++ attbccdttd  

任意の tに対して成立する条件は,  

04 =d ……①, 0=cd ……②, 092 2 =- bc ……③, 0=a ……④ 

①④より, 0== da となり, ②は満たされる。また, ③より 2

9
2 cb =  

また, (＊)から ctY = であり, Yがすべての実数値をとる条件は, 0¹c となり, 
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(2) ),(Q YX は 1)1( 22 =-+ YX , すなわち 0222 =-+ YYX を満たす。 

(＊)を代入して, 0)(2)()( 22222 =+-+++ dtctdtctbtat  

02)2()(2)( 2223422 =--+++++ cttdcatcdabtdb  

任意の tに対して成立する条件は,  

022 =+ db ……⑤, 0=+ cdab ……⑥, 0222 =-+ dca ……⑦, 0=c ……⑧ 

⑤⑧より, 0=== dcb となり, ⑥は満たされる。また, ⑦より 0=a  

よって, ÷
ø

ö
ç
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00

00
A  

(3) まず, 放物線 2xy = 上の原点は原点にうつされる。これより, ),(Q YX の動く

直線 Lは原点を通る。 

これより, Lの方程式は, mXY = または 0=X と表せる。 

(i)  mXYL =: のとき 

(＊)を代入して, )( 22 btatmdtct +=+  

0)()( 2 =-+- tcamtdbm  

任意の tに対して成立する条件は,  

0=- dbm ……⑨, 0=- cam ……⑩ 

⑨より bmd = , ⑩より amc =  

また, (＊)から, 2btatX += がすべての実数値をとる条件は, 0¹a , 0=b である。 

よって, 求める条件は, 0¹a , 0== db であり, このとき,  

X
a
cYL =:  
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(ii) 0: =XL のとき 

(＊)を代入して, 02 =+ btat  

任意の tに対して成立する条件は,  

0== ba  

また, (＊)から, 2dtctY += がすべての実数値をとる条件は, 0¹c , 0=d である。 

よって, 求める条件は, 0¹c , 0=== dba であり, このとき,  

0: =XL  

 

［解 説］ 

1次変換の問題です。(3)は退化する場合ですが, 問題文のアンダーラインの意味は, 

｢半直線にならない条件を求めなさい｣ということでしょう。 

 


